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１Ｓ２９

日 本 整 形 外 卜 学 会 教 可 眠 修 会 男 門 -
必丿分野「０６：リウマチ畦疾患、感染症」、必爾分町「１２：哩一足閏節一足匹ｉ余
または、日本整形外科学会教育研啼会リウマチａ資柚赳続単心（Ｒ）１輦位

ｌ ！ 座 長 ： 山 中 寿
東京女子医科大学附属膠原病リウマチ痛風セ
ンター

・共催：帝人ファーマ株式会社

１ ｗ Ｌ ｉ 】 尿 酸 ナ ト リ ウ ム 場 結 晶 沈 瑶 閃 節 疾 患 と し て の 痛 風 ： 闘 演 者 ： 瀬 戸 洋 平 他 胴 ぶ

完 関 節 超 音 波 と ｄ ｕ ａ 【 - ｅ ｎ ｅ ｒ ｇ ｙ Ｃ Ｔ の 臨 床 応 用 東 京 女 子 医 科 大 孚 附 図 膠 原 病 リ ウ マ チ 痛 風 セ

？ 罰 覆 霖 冨 習 ｉ １ ７ １ ｙ ジ ホ ｊ ヽ ； 々 ； ； Ｓ Ｓ Ｉ ・ -

｜…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

ｊ Ｅ Ｅ Ｚ 東 京 都 ２ 多 摩 総 合 医 療 ｔ ン タ ー に お け る 膠 原 病 関 連 肺 高 血 圧 診 療 綿 貫 聡 他 ” ’ ｊ ｊ
ぶ に つ い て の 横 断 的 解 析 東 京 都 立 多 摩 麗 合 医 原 セ ン タ ー リ ウ マ チ 膠 際 厩 利

ｌｉ罵Ｚ人間ドックにおける抗ｃｃＰ抗体隅性率と５年間のプロスペクティプピーターＹシェーン他４４４観 察 研 究 皿 京 医 ｉ ４ 剛 ４ 大 学 肛 ９ 病 ・ リ ウ マ チ 内 科

Ｅ１１Ｚβ -Ｄ -グルカン隅性関節りウマチ患者に対するＴＮＦ阻害薬の使用経験室崎貫勝他………４４４自治医科大学附尺病院アレルギー・リウマチ科

昌 １ 痛 風 ・ 高 尿 酸 血 症 患 者 に お け る 腎 機 能 障 害 の 検 討 と 尿 酸 降 下 療 法 田 中 郁 子 他 ４ ４ ４の 腎 機 能 へ の 影 響 名 古 屋 膠 ９ 同 リ ウ マ チ 冊 風 ク リ ニ ッ ク

Ｅ１１１：１１健診リウマトイド因子陽性者における抗ｃｃｐ抗体スクリーニング六反田諒他…………４４４’ ｊ “ ‘ の 有 用 性 聖 昂 加 国 際 病 院 ア レ ル ギ ー 膠 原 病 卜

１６：２０-１７：００

Ｍｆ８５アミロイドーシス ❼ 座 長 ： 中 村 正
くまもと辺鄙罵合病院リウマチ膠原病内科
吉 崎 和 幸
大阪大孚大孚院工学研兄科応用化学専攻
免疫医科学

１１１１；関節リウマチ合併ＡＡアミロイドーシスヘのシクロホスファミドと工タネルセプトとの有効性の比較検討

Ｅｌｌ関節リウマチ合併アミロイドーシスの血液透析導入後の生命予後に対する生物学的裂剤の影響

ｉ Ｗ 逗 白 白 七 ｉ ； Ｅ 価 轟 惑

ｌＥ砲弓石遜臨而ｊらミぷ１ｉ痴廠

４ｊ５中 村 正 他
くまらと石召赳合病Ｒリワマチ膠原病ｉ内科

４４ｊ黒 田 毅 他
新潟大学促．健管理センター

山 田 俊 幸 他
目冶医科大学艇床嶼ｉ医学

諏 訪 部 達 也 他
虎の門病院腎センター

４４６

４４６

恥ｊＺＳんａぶら・ミｕｌ瓦ｇ血４７Ｊ５ｃｇα＆Ｍｓ㎎ｊｉｅ向戸ｎＣＱ≒Ｆｊｇ畑ｒヾ皿喉ｙ
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